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1．はじめに

今回参加した ASEAN グローバルプログラムで
は，2018年 8月 28日から 9月 6日までの 10日間
でベトナムとシンガポールを訪れ，様々な研修に参
加できた．
10日間の中で初めの 5日間をベトナムで，残り 4

日間をシンガポールで過ごした．ベトナムではハノ
イでの企業訪問，ハノイ工業大学生との PBL のコ
ンテンツがあり，シンガポールでは企業訪問，南洋
工科大学でのいくつかのアクティビティ，日本人ビ
ジネスマンとのトークセッションや講演会といった
コンテンツのプログラムであった．

2．参加目的

高校時代から海外留学に興味があったが，学業的
・金銭的に長期留学は難しく，実行に移せていなか
った．しかし本プログラムは期間，金額面共に現実
的であったため，参加を希望し，選抜に通った．
プログラム内容が現地企業や大学への訪問，現地
の学生との交流など，通常の渡航や語学留学ではで
きない貴重なものであった為，この機会を生かし，
是非視野を広げたいと考えていた．また，参加を決
めた理由の 1つに，渡航先がベトナムとシンガポー
ルという点もある．英語を学ぶだけならアメリカや
オーストラリアへ行けばより効果的なのだろうが，
著しい経済成長を続けているベトナムと様々な国の
人々が暮らすシンガポールという 2ヶ国だからこそ
得ることができる，英語学習以外の学びがあるはず
だと思ったからだ．さらに，今日，日系企業が多く
進出している東南アジアだということも魅力的だっ
た．

生の英語に 1週間触れ続けることができるという機
会はそうそうあるものではないので，机に向かって
勉強するだけでは得られない英語力や，コミュニケ
ーション能力，積極性を身につけ，大きく成長した
いという思いを持って ASEAN グローバルプログラ
ムに参加した．訪れた国の文化を学び，理解するの
はもちろん，日本の文化を伝えることも異文化理解
に繋がると考えているので，自ら発信することも目
的としてベトナム・シンガポールへ向かった．

3．研修内容

上記で述べた行程の中で，最も印象に残り，かつ
自らの英語力やコミュニケーション能力，積極性が
試されたと感じたプログラムがハノイ工業大学生と
の PBL であり，ここではそれを報告する．
PBL とは Project Based Learning の略称であり，

与えられたテーマについて，チームで協働して目的
に対する答えを出すという，組織で仕事をする場合
に近い形で仮想ワークを体験する手法である．今回
は，鈴木栄光堂ベトナム社の商品をベトナム市場で
大ヒットさせることをテーマとして活動した．日本
人学生 5名とベトナム人学生 2名の 7名のチーム
（チームは全体で 8チーム）で 2日間かけて行った．
ベトナム人学生とは，日本にいる間から Skype の
テレビ通話や Messenger を用いてコミュニケーショ
ンをとっていたが，いざ実際に対面して会話しよう
としたところ，ベトナム人学生は流暢に英語を話す
一方，私たちはその英語を聞き取ることすらでき
ず，会話と呼べるものではないと感じた．そんな状
態でスタートした不安だらけの PBL であったが，
紙に書いたり身振り手振りで伝えたりと，徐々に意
思疎通を図ることができるようになった．
1日目は，まず目的共有をし，計画立案をした後
に大学内でのリサーチ（アンケート調査）を行っ
た．この第 1回目のリサーチではベトナム人学生に
頼り切りで自らアンケートを取りに行くことはほと
んどできず，ベトナム人学生に言われたことをこな
すだけという活動になってしまった．その後イオン
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モール内でのリサーチを行えた．第 1回目の反省を
踏まえ，自らアンケートを取りに行こうとしたが，
イオンモールを訪れていたベトナム人の多くは英語
が通じず，第 2回目のリサーチでもベトナム語が話
せるベトナム人学生だけがリサーチを行うという結
果になってしまった．アンケートの英文の下にベト
ナム語でも同じ文章を書いてもらうべきだったと反
省した．ホテルに戻り，この日のアンケート結果を
まとめ，ベトナム人学生にも電子メールで共有し，
明日の方向性を決定した．この時には，顔合わせを
した時よりもお互いの伝えたいことを正確に伝える
ことができるようになっていた．
2日目は 1日目の結果からアンケートの改善を行

い，その後すぐ大学内で第 3回目のリサーチを行っ
た．この第 3回目のリサーチでは，自分 1人で大学
内の学生に話しかけてアンケートに協力してもらう
ことができ，積極的に行動できたことと英語が通じ
たことから成長を感じ，達成感を得られた．これま
でのアンケート結果をまとめ，プレゼンに向けて準
備を行った．
この 2日間の PBL 活動の中で私が 1番苦労した
のはこのプレゼン準備である．とても少ない時間
で，大きな模造紙のどこに何を書くか，という話し
合いが上手くいかず，最後までお互いの考えがうや
むやのまま終わってしまった．そのままプレゼン発
表の時間が来てしまった為，話す内容も相談できな
いままベトナム人学生にすべて話させてしまった．
同じく時間が限られたなかで，うまくコミュニケー
ションを取ってわかりやすい発表ができている班も
あったので，とても反省した．自分の英語力の低さ
も実感し，とても反省点が多い 2日間だったがその
分学びも多かったと思う．ベトナム人学生との雑談
の中で，ベトナム人は建国記念日をとても大切にし
ているのに対し，私たちは日本の建国記念日を誰も

答えられなかったことなどから，ベトナム人の愛国
心や国民性を感じた．その他にも，休憩時間中の教
室でリサーチを行った際には，教室にいた学生達に
出身や年齢，名前を聞かれたり一緒に写真を撮ろう
と声をかけられたり，とてもフレンドリーであり，
日本ではまず見られない光景で，ここでも日本との
違いを肌で感じた．
ベトナム人学生に別れを告げ，ホテルに戻った後
は日本語で行う最終プレゼンの準備を行った．これ
は日本人学生 5名のみのプレゼンで，鈴木栄光堂ベ
トナム社長とマーケティングの専門家に対して行う
ものだった．こちらも時間はなかったものの，日本
語であったためスムーズに準備を進めることがで
き，見事 2位に選んで頂けた．大学での発表に心残
りが多かった分喜びが大きかった．2日間という短
い期間だったが最終的にはベトナム人学生とも仲良
くなることができ，濃い時間を過ごせた．この
PBL は私にとってこれからの大学生活にとてもた
めになる貴重な経験だった．

4．おわりに

今回この ASEAN グローバルプログラムに参加し
たことで，日本では決して得ることのできない貴重
な経験をさせて頂けた．個人的には 2回目の東南ア
ジアであったが，前回とは比べ物にならないほどの
学びや成長があった．初めの数日は自分の英語力の
低さや消極的な面を改めて目の当たりにし落胆した
が，足りない物に気づけ，残りの行程では自分から
話しかけたり，当初目的としていた日本の文化を伝
えることなどに積極的になれ，目に見えて成長でき
たと思う．この経験は，これからの大学生活はもち
ろん，日常生活やインターンシップ，就職活動，社
会人になってからも活かしていけると思う．
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